
『
率
鍔
璃
段
汐
』
の
漢
文
窪
と
扱
盛
砂

一
、二

、
三
、
讐

園
じ
初
に

渡
文
達
ゼ
伐
盾
都

南
足
線
本
項
文
法

お
れ
石
ソ
に

二
二
園
じ
め
に

『
蔚
鍔
鰯
敢
』
は
」
秀
絶
儀
式
C
蒜
二
三
I
I
五
〇
。
）
魂

の
『
膚
璃
残
』
に
ば
ら
二
て
、
溺
革
養
老
〔
蒜
ポ
q
寸
言
蔓

三
）
聖
癖
壊
し
た
誓
…
で
あ
る
。
即
ち
、
品
番
感
纏
軋

お
歳
計
ぞ
功
妙
に
村
ご
爪
て
い
る
常
庵
頂
凛
へ
1
幸
三
ハ
）

の
序
文
、
河
希
の
墜
人
に
塗
令
書
六
線
が
、
き
空
電
鴻
C

二
言
丑
「
高
貰
〕
癖
の
『
薪
壌
凛
』
、
虜
単
層
嘘
（
言
六

道

－

重

言

・

藩

学

琴

渠

卑

木

鐸

寅

錦

の

晶

爵
壌
』
に
喉
め
る
ニ
ヰ
膏
藤
の
凄
親
元
鰯
の
蹄
か
ら
、
三
百

命
碑
盈
堰
い
て
『
錦
腐
食
も
度
盛
壌
し
た
の
、
に
な
ら
っ
て
、

碑
メ
　
ロ
　
在
　
司

官
僚
が
同
じ
く
こ
旗
か
ら
三
幸
贋
孟
戯
言
た
詩
境
麦
締
壊
し
、

『
虎
癖
鯛
韓
由
ビ
名
ザ
け
た
と
い
う
㍉
ぎ
ゐ
感
展
は
、
鼻
音

の
盛
大
鼻
頚
の
務
に
よ
っ
て
、
大
永
元
耳
へ
羞
二
二
「
に
は

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
二
」
の
零
が
編
纂
さ
離
て
、
．
可
錦
感

認
禦
紹
描
瀾
』
『
霊
驚
慧
芸
ば
峯

『
魔
辟
頗
認
妙
聖
甲
　
こ
の
『
鹿
錦
感
綬
』
の
注
解
濱
で

㍉
「
　
∴
　
∴
∵

‥

∵

∵

∴

＼

翠
永
喝
壷
清
書
級
丘
各
丘
聯
　
大
要
急
禽
念
重
厚
二
親

澤
文
庫
J
珍
望
入
鹿
・
叡
山
文
麿
天
議
鼠
ハ
巷

誓
盈
欠
・
三
冊
〕
者
鞄
〝
）

君
三
ヰ
餐
級
意
孟
留
意
夫
中
線
範

両
足
乾
本
頑
丈
連
ね
、
頭
文
連
と
呼
ぶ
け
れ
ど
宅
複
名
妙
を

八
一



（
遺
6
）

少
々
含
ん
せ
お
ケ
、
刊
本
械
名
妙
は
、
蕨
名
灘
ど
呼
ぶ
け
離

沙
彰
、
凍
卑
ま
萱
前
孝
に
放
鳥
妙
を
後
半
に
乾
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
芝
の
貴
腐
親
し
て
球
宴
淀
の
才
が
多
目
。

二
、
璃
文
注
と
棲
名
妙

両
足
咤
本
璃
文
ま
ビ
デ
l
烈
弁
煤
鬼
瀬
と
の
癖
操
に
つ
‖
て
墜

寒
く
甲
都
穣
一
醇
士
が
「
寒
又
か
周
到
本
所
硯
の
凍
玄
妙
に

托
し
、
や
や
衝
鴫
で
あ
っ
て
、
多
少

ほ
ほ
合
鼓
す
る
L
と
碍
廃
し
て
お
ら

二
∵
　
「
∴

両
足
嘘
本
凍
文
法
が
二
カ
に
橘
覆
し
、
刊
本
夙
名
夢
の
壊
立

法
と
竣
盛
砂
登
別
竿
に
璃
夫
謹
複
孝
に
碑
名
妙
を
離
す
る
と

い
う
形
で
、
万
里
鼻
血
の
『
懐
甲
沓
』
母
屋
の
よ
う
に
撰
文

達
の
中
に
扱
濱
妙
が
少
し
混
ず
る
と
い
う
形
と
輝
度
二
て
い

る
雲
し
ろ
か
ら
見
て
、
濱
文
蓬
ど
棲
名
紺
と
田
そ
の
成
立
受

賞
に
し
て
い
る
2
着
え
ら
れ
る
。
即
亨
、
両
足
霞
奉
桑
漂
え

∴
∴
∵
∴
㍉
■
∴
∴
㍉
．

凍
文
法
の
呼
者
が
何
人
そ
あ
る
が
ど
い
、
つ
に
・
．
原
輿
蒜

錦
稀
釈
』
の
締
着
を
あ
る
芳
春
竜
顔
で
あ
る
と
考
え
ら
爪
軋

両
足
榎
本
漢
文
注
、
列
木
像
名
密
の
凍
文
法
の
部
分
愛
見
る

ど
・
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
引
同
型
の
、
迂
塞
ぞ
あ
っ
て
、
濱
轟
′

勅
撰
か
ら
の
封
印
を
も
っ
て
達
哉
が
出
来
あ
が
っ
て
日
参
の

八
エ

て
あ
る
が
、
ぞ
の
中
に
∵
「
幻
云
L
と
い
う
寒
東
森
の
詑
明

が
僻
見
す
る
。

○
幻
云
三
十
六
功
詮
矢
車
不
審
響
登
功
臣
三
十
二
人
喧
尭

三
十
六
人
見
蔓
椚
錦
嫡
C
両
足
準
や
環
支
溝
胡
ウ
つ
、

古
澤
琴
庸
二
悍
カ
ー
U

O
幻
萱
二
十
六
功
匠
大
南
不
審
週
鑑
単
車
恩
中
興
苅
琵
乃

蘭
書
二
十
八
喝
食
事
富
寄
食
叫
郊
璃
為
膏
塗
馬
醸
呉
濱

王
墓
晋
複
線
夜
風
舎
社
輿
望
殉
格
壌
歩
影
等
鳩
展
王
霹

殊
布
娃
毛
糸
遵
奉
思
濱
革
轟
蜂
息
鹿
部
形
血
潮
動
感
飲

純
埠
、
雷
馬
或
劉
睦
ヌ
益
城
王
常
香
草
軍
轡
率
抒
合
三
十

二
入
歯
是
覿
零
蜃
功
琶
三
十
二
八
度
尭
三
十
六
八
丈
正

公
所
謂
二
手
六
功
臣
薔
以
三
十
六
絆
軍
学
三
朝
（
毒
酒

・
琴
級
二
門
オ
ー
〕

守
ノ

○
幻
謂
籍
穣
只
却
瑠
蔀
不
率
登
音
貰
患
者
足
利
横
着
ネ

商
売
援
（
画
展
痘
本
意
女
達
彿
妄
言
∵
云
遠
道
蒜
二
3

ウ
雪
漣
占
㌻
塔
之
慧
憲
し
〕

こ
れ
は
璃
帯
や
祐
避
け
ど
の
濱
画
に
よ
ら
禄
日
、
戎
い
ね
輿

躯
ど
な
る
率
警
芸
昆
べ
て
の
、
卑
詑
夏
託
し
牢
も
の
ど
見

ら
離
㌧
経
っ
て
、
漢
文
注
仔
「
幻
C
雪
）
L
即
ち
汚
せ
憲

の
芋
に
な
る
乙
の
ど
見
ら
離
る
。
中
宮
零
の
引
詞
に
見
ら
れ

る
別
注
に
汚
「
養
田
L
と
見
え
る
ど
ら
が
あ
る
が
二
し
直

も
妙
者
一
壌
即
ち
甲
骨
が
つ
け
た
亡
の
そ
あ
ろ
、
つ
。



○
勧
量
芸
（
申
賂
〕
即
、
均
湘
養
養
壌
軸
軸
′
日
華
墾
草
皐

不
可
淀
へ
ふ
白
話
客
庸
一
3
g
オ
G
U

「
朝
日
」
と
施
し
た
淀
打
、
凝
っ
て
、
胃
希
の
詑
蠣
￥
見
ら

れ
る
。二
の
胃
希
の
寒
天
遠
に
碑
患
妙
を
持
し
．
て
刊
本
系
の
橡
名

沙
左
稀
成
し
た
人
物
が
藷
で
あ
る
か
に
つ
〓
て
は
甲
ら
が
そ

冴
い
が
、
学
者
か
繊
天
爵
の
塁
捧
務
妙
』
の
場
合
夏
虜
え

合
わ
せ
る
と
、
言
わ
れ
て
い
る
や
ク
l
ご
感
末
貴
賓
そ
は
な
い

か
と
脅
え
ら
れ
呑
ク

三
、
両
見
波
本
凍
文
法

し
か
し
、
右
の
き
っ
に
者
え
る
に
つ
い
て
何
周
が
な
い
の

け
で
担
な
い
〇
着
の
嶺
定
と
は
全
く
逆
に
、
両
度
院
本
攣
又

∴

∴

．

1

　

∵

∴

！

∵

中

根
名
妙
に
塀
め
る
雲
互
の
望
注
の
才
が
、
再
考
梶
棒
凍

え
注
よ
り
も
、
よ
り
河
香
淀
の
溺
杉
に
逆
°
と
象
ら
れ
る
点

が
〓
く
つ
射
落
せ
る
が
ら
ご
あ
る
。
婆
の
一
つ
拭
、
阿
都
博

士
の
満
場
に
あ
る
去
ク
に
、
両
足
鹿
本
増
え
注
の
才
が
刊
本

竣
属
妙
野
路
の
璃
丈
護
歳
。
も
騎
噂
で
あ
る
ど
い
力
二
三
で

あ
る
。
両
足
埠
革
璃
喜
法
に
角
周
密
を
招
け
抑
え
て
も
刊
本

喬
の
木
上
八
は
婁
塞
塚
目
の
で
あ
る
二
し
の
貴
樽
、
帝
を
啄
木

壊
、
警
務
に
炊
名
器
を
帝
す
醸
に
、
凍
立
法
の
部
分
に
年
増
率

の
葺
き
卯
え
た
と
い
、
ク
や
っ
に
蓉
え
る
こ
と
拓
可
能
で
劾
菟

し
離
し
、
l
舞
密
に
仕
べ
て
み
る
と
、
刊
本
扱
名
妙
に
の
考
落

す
る
準
え
淀
の
多
貴
さ
あ
る
こ
と
、
刊
本
桑
橡
名
紗
の
、
璃

選
の
あ
る
一
度
の
壊
文
法
の
一
部
分
が
両
足
嘘
本
凍
史
達
に

見
え
る
と
い
う
よ
う
け
偽
金
が
あ
る
ピ
い
り
ご
と
か
ら
、
増

補
と
淳
潰
え
に
く
い
壊
、
ク
に
思
わ
れ
る
。
旗
に
冒
頭
奇
の
法

を
対
比
し
て
示
す
。

〇
才
サ
捧
三
球
里
親
商
人
異
風
産
経
敬
少
書
芸
度
宗

教
車
名
凰
す
食
土
市
営
農
不
預
退
硬
湖
湘
山
本
乗
客

醇
杏
愛
鷹
森
巷
巫
夢
瑠
亀
軒
夜
碑
磯
屠
行
吟
豊
者
農

漂
診
隻
乃
豊
富
誓
豪
勢
隻
農
き
壷
霊

威
慶
庵
簸
聯
夢
中
固
有
絶
似
膿
作
然
風
流
綺
麗
不
慮
政

化
督
済
嘗
音
噴
債
廟
苑
回
不
　
安
∵
！
弟
頚
壌
鴫
撃
碩

ヘ
ン

′
音
　
感
雪
凌
青
光
重
要
蕗
ゑ
史
嘘
色
魔
書
溌
草
花
寒
夢

轟
音
薯
請
葡
田
戴
比
騒
客
鷺
拝
背
嚢
孝
則
搾
登
別
又

チ
象
詩
十
一
存
石
巌
着
荷
寮
摩
写
墳
比
本
間
○
両
足
鹿

本
壊
文
淀
）

〇
才
手
構
三
軍
畳
判
商
人
美
風
東
経
栽
少
卑
邁
士
不
上
乃

承
尊
卑
都
醸
食
士
而
軒
琴
嵐
不
満
退
愛
瀾
湖
山
氷
果
寡

婦
李
愛
鷹
寮
額
琳
窓
電
金
男
柁
帝
陽
属
行
吟
え
ヰ
清
澄

遷
望
雪
へ
刀
星
せ
即
延
為
嵐
賓
椅
之
重
層
石
云
憲
蕉
暗

八
一
エ



連
峰
琴
忍
大
望
路
和
凝
上
田
埠
閏
「
番
人
巷
愚
事
鵜
竜

泉
藷
寒
蘭
勢
以
今
朝
陽
官
手
鼻
哲
華
ヰ
慧
輩
新
野
珂

遷
培
土
首
藤
詣
孝
試
畢
石
澤
警
骨
史
上
哉
計
量
車
窺
社

硬
承
綿
羊
警
蒜
や
会
意
警
蒜
夜
警
去
睾
警

ヰ
卑
骨
諸
島
癖
怒
筐
国
境
白
薗
揖
何
潔
癖
也
比
人
魂
姦

可
濱
武
壕
細
耗
鹿
屋
嶺
濱
清
訣
士
嶽
発
之
蔓
軍
産
腰
凄

格
嵐
倒
夢
中
闇
有
準
研
境
棒
黙
風
流
綺
麗
不
慮
頑
化
営

醇
葛
篭
嗜
癖
轡
昭
置
不
警
考
　
濱
墨
乃
望
層
詩
人
ビ

中
層
着
　
尊
号
乙
昏
卑
猥
曇
天
密
得
六
十
五
人
為
磨
初

盛
璧
冨
泰
警
芸
聖
霊
嵩
讐
六
人
馬
中
寿
挙
白

兎
郁
至
鷹
素
懐
魯
四
十
九
人
為
眩
鷹
靖
多
少
巧
輯
嵐
亀

鑑
曝
六
詩
讐
風
藤
、
－
詩
堀
間
載
比
率
襲
撃
棒
墳

牽
登
別
拝
重
刑
又
チ
琢
碕
十
二
碑
石
磐
石
奇
賓
屠
宰
墳

比
東
軍
又
賓
普
豪
寧
毒
矢
禁
色
朝
地
　
註
畑
．
豪

二
勾
句
語
遵
　
選
別
　
璽
蒜
項
同
額
蝕
不
遇
食
方
事

∴
・
　
J
㍉
　
∵
ニ
∵
　
㍉
　
∵
・

請
薄
　
嵐
路
、
1
風
力
来
賓
ヲ
均
マ
ク
リ
タ
少
バ
夢
晋

ダ
チ
マ
手
癖
夕
揖
呟
今
マ
テ
ハ
壕
号
ア
垂
ク
ミ
ヘ
ダ
由

碑
條
モ
沫
咽
二
詫
遺
プ
レ
テ
卑
マ
ト
ナ
リ
グ
肘
度
・
度

南
　
朝
偵
ノ
骨
パ
守
遠
二
親
イ
豊
プ
レ
タ
レ
ト
を
屠
両

軍
汗
ノ
二
票
ダ
リ
捧
単
票
／
イ
ン
。
サ
レ
ト
を
ヨ
イ
ソ

登
嘗
賢
二
夜
ノ
嘩
ヲ
添
鍔
鹿
。
是
ハ
莱
頭
腰
刀
鹸
雪

八
田

璃
者
単
車
ヲ
．
フ
マ
へ
テ
咋
也
。
教
卓
ヲ
八
郎
此
搾
町
者

′
ぜ
　
鬼
社
所
得
作
詩
用
轟
潮
水
中
老
聾
箪
敷
革
療
鹿
薗

也
（
占
満
尊
敬
）

右
の
魚
だ
け
で
あ
．
る
な
ら
ば
、
柑
お
、
列
本
棟
名
妙
が
頭
亙

、
迂
の
部
や
誓
品
嵐
の
季
夏
が
え
た
と
日
、
づ
打
率
漣
が
膚
え

ら
れ
る
空
手
I
j
本
級
名
好
の
譲
菜
達
に
見
え
る
「
幻
云
L
が
、

対
舟
守
る
義
足
喀
漆
痍
文
法
に
見
え
け
い
と
い
う
哲
西
が
あ

る
東
園
革
の
即
せ
ば
い
。
画
え
ば
攻
め
よ
う
楊
箇
所
で
み
る
。

○
軍
司
畠
乳
蔑
ブ
ラ
八
至
高
舞
え
潅
也
今
日
布
登
牧
野

五
度
（
草
璽
慧
讐
青
石
I
U

O
ハ
幻
考
が
見
え
甘
い
）
C
両
足
虎
ネ
壌
女
達
朝
オ
ー
〕

両
足
唸
本
渡
宴
連
が
碩
名
妙
に
宏
行
す
る
君
番
の
導
八
達
で

あ
る
専
ら
ば
、
こ
れ
に
「
幻
云
L
が
酋
し
て
い
て
、
そ
離
が

列
藩
横
風
妙
に
密
承
さ
れ
て
い
る
と
い
、
ク
形
に
打
っ
て
‖
総

く
て
は
楊
ら
甘
い
。
右
の
列
の
よ
う
に
刊
本
煩
慮
好
に
の
み

「
塑
易
し
が
存
す
る
勧
　
あ
る
y
二
　
ろ
が
ら
す
る
と
、
両
足

醸
本
項
喜
ば
が
親
行
す
る
巧
骨
の
寒
丈
達
ゾ
「
ほ
務
え
に
く
い

・
∴
∴
∵
、
．

珠
に
、
寒
さ
法
の
淀
の
し
か
た
重
畳
て
古
二
手
l
j
本
埠
感
夢

の
埠
文
法
の
、
才
が
句
碑
噸
扱
ガ
』
の
璃
丈
蓬
に
一
群
し
て
毒

、
l
＼
㍉
．
、
＼
「
、
二
㌧
、
∵
∴
∵
り
、
∴
∵
・
・
ゾ
．
！
・
・
・
、

．
即
ち
、
刊
本
複
鳥
秒
の
凍
末
法
は
三
顧
に
希
確
と
作
者
と



尊
V
J
た
牽
啓
単
埠
頭
東
津
軽
轟
す
る
轟
に
対
し
て
、
両
足
乾

本
凍
吏
境
の
貨
は
そ
机
．
ら
カ
藍
射
な
く
、
務
の
あ
と
に
注
を

何
首
と
い
一
う
禰
底
が
あ
る
が
、
阿
「
紺
考
胃
液
の
轟
に
昼
る

『
鐸
嫡
孜
班
』
の
球
史
、
淀
は
覇
者
に
「
教
場
や

以
上
の
一
京
か
ら
守
る
ソ
「
刊
本
夜
番
妙
所
奴
の
凍
え
達

の
・
才
が
考
債
の
璃
丈
達
の
承
形
に
近
く
、
両
足
呟
本
項
女
達

、
．
一
．
．
㍉
∴
「
∴
∵
÷
∵
∵
・
㍉
∵
∴
　
∵
‥
．

し
か
し
喀
が
ら
、
右
の
ご
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
二
両
毘
露

本
項
文
法
が
刊
本
域
名
野
の
砂
頚
木
で
あ
る
ど
い
・
2
－
2
に

浮
緑
ら
甲
い
、
と
湯
見
ら
れ
る
。
廃
す
、
一
搬
的
に
湧
え
て
み

て
・
璃
丈
、
道
と
頗
る
秒
と
か
ら
材
去
妙
料
、
誓
頭
見
渡
の
廊

分
に
つ
′
〓
て
の
み
妙
威
し
軽
率
又
譲
を
つ
く
多
と
P
う
め
は
、

蜂
性
の
オ
重
と
俸
尊
才
向
と
ま
わ
な
く
て
紹
な
ら
球
目
で
あ

ろ
う
。
き
た
、
珠
の
よ
り
保
田
確
が
あ
る
二
再
見
啄
木
頚
立

憲
に
は
牽
め
て
希
に
夜
感
材
が
混
じ
て
〓
る
が
、
刊
本
玖
患

妙
の
学
机
と
「
軒
す
る
の
吟
、
碑
の
一
藷
竹
だ
け
ご
あ
る
。

○
賦
義
云
凡
親
埼
ハ
壊
八
潮
翠
人
卑
ノ
不
審
夕
産
金
後
町

十
一
一
三
薩
嘉
ノ
碗
空
費
身
元
与
を
ア
ッ
プ
人
草
サ
澄

夕
食
所
像
賓
老
ン
が
出
則
天
下
ン
名
人
ハ
涛
嵐
二
遽
夕

楚
人
事
選
俵
ヲ
云
ト
テ
少
年
ノ
者
ヲ
官
二
道
ク
而
床
靡

ノ

ヤ

プ

レ

貢

輿

宗

立

言

茜

雲

茜

禦

完

誓

憲

人
津
軽
希
望
小
嘘
尋
凄
艶
非
人
也
礫
が
チ
ヤ
ウ
ド
サ
ト

浄
イ
ツ
メ
タ
孝
ラ
バ
取
タ
カ
へ
ヌ
人
薬
療
老
ヲ
評
定
ス

肘
碕
司
馬
鑑
賞
雲
骨
為
篠
路
窟
阜
凰
葡
壕
ン
テ
三
文
公

ナ
二
大
泉
ヤ
ラ
、
ワ
ニ
腰
夕
三
由
罷
灘
也
在
世
終
バ
入
瞥

俄
卜
委
チ
ッ
イ
ヒ
ラ
メ
死
別
天
下
昏
教
ル
教
具
孝
養
え

乳
鳶
剤
公
ヲ
悪
ク
贈
号
タ
メ
登
頂
則
天
下
ノ
入
比
軋
プ

壌
メ
奮
澄
養
二
彿
ト
義
イ
死
セ
ハ
患
イ
ト
云
り
ン
魂
二

墟
〔
南
軍
暖
本
濱
貴
立
は
オ
今
、
宙
遥
客
準
一
割
ウ
料

は
耳
聖
ぺ
〕

両
足
線
漆
頭
丈
連
が
刊
本
棲
息
妙
の
妙
鹿
本
そ
品
る
ど
虜
え

た
堵
合
に
讐
妙
疎
に
畠
っ
て
械
盛
砂
の
都
分
聖
ク
は
〓
智

所
だ
け
し
ガ
疎
嘩
し
な
か
っ
た
、
￥
の
必
疎
遠
が
虎
明
し
に

く
、
い
こ
と
．
に
蝶
そ
　
し
が
申
、
刊
本
緩
怠
妙
に
は
盈
し
傍
目
、

次
の
き
っ
昼
嬢
各
夢
を
つ
け
那
え
．
癌
が
ら
、
列
本
碑
名
妙
か

ら
あ
棲
息
材
の
壌
餞
は
竜
の
〓
河
角
に
帳
二
イ
た
こ
ど
に
喋
る

∵

・

・

・

∵

〇
一
ノ
句
二
何
年
四
ノ
句
二
光
夜
寒
ノ
啓
二
可
意
扱
ぐ
両

足
鑑
本
凍
文
法
2
云
ノ
2
U

O
神
ハ
確
度
ナ
形
濃
ノ
義
（
ほ
ウ
将
〕

○
瑠
璃
ハ
串
本
二
鷺
餐
ト
去
鳥
養
老
甲
本
二
彪
来
l
卜
云
ハ

讃
也
叱
寒
ハ
只
水
鳥
、
ヱ
確
度
C
2
0
才
3
〕

こ
懲
り
の
点
は
、
逆
に
、
両
足
底
本
璃
真
澄
が
施
行
し
、
そ

れ
に
碩
名
辞
を
掃
け
炉
え
て
列
木
灰
患
砂
が
成
立
し
た
ピ
孝

八
去



え
て
色
感
に
理
塔
で
羊
る
「
啓
乾
啄
木
凍
え
産
に
見
え
る
彿

名
好
と
列
本
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
琴
率
が
「
警
為
し
・
ど
ぼ

っ
て
い
る
患
受
戒
藩
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
∵
熱
は
、
醸
普

卿
ち
天
縫
竜
頭
で
あ
っ
て
、
河
再
妙
雑
犬
癖
′
の
『
三
捧
務
妙
』

に
登
で
の
故
事
引
い
て
〓
る
や
つ
に
二
の
部
分
は
∴
河
東

が
引
〓
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
．
胃
轟
の
準
え
達
の
中
に
・

駿
に
塩
入
の
説
が
確
率
柔
り
棒
で
引
か
れ
て
お
う
、
ゼ
爪
が

刊
本
棲
名
妙
に
施
承
さ
敵
た
も
の
と
考
え
ら
爪
る
の
そ
露
率

そ
れ
で
は
、
両
足
咤
木
頭
丈
達
が
先
行
し
た
ビ
番
え
た
場

合
に
都
合
の
患
い
既
述
の
真
率
ど
の
よ
う
に
者
え
た
ら
議
°

で
あ
ろ
う
が
。
孝
者
は
、
次
珂
の
や
っ
に
、
前
邑
咤
本
項
文

譲
が
、
輯
落
し
儒
自
営
布
達
の
球
宴
注
の
ガ
藤
本
で
俸
球
目

が
霊
芸
事
鬱

珂
ヰ
頚
文
法

四
∴
お
の
ウ
に

『
錦
繍
段
か
』
名
∴

壊
失
淀
と
硯
名
サ
V
L
が
、
b
甲
つ
て
お

ら
、
『
綾
錦
頗
取
材
』
に
先
だ
っ
て
、
同
じ
ヰ
う
に
碑
文
し

た
も
の
ど
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
壊
丈
淀
だ
け
の
だ
め
は

ハ
六

伝
落
し
誓
け
れ
ど
、
（
、
缶
淘
錦
璃
茅
』
の
塊
合
が
、
完

て
、
前
廟
せ
磨
覆
し
た
如
く
、
や
は
う
軍
務
の
準
え
注
だ
け

の
ぢ
の
が
蕗
し
た
で
の
と
蒼
え
ら
ふ
肌
る
∴

『
錦
鯛
攻
炒
聖
ピ
『
綾
錦
鯛
孜
夢
も
￥
は
、
畢
珂
孝
か
＼
り

の
引
同
夏
生
y
寺
る
凍
史
淀
に
し
語
句
の
簡
裁
翠
童
と
し
た

碑
名
妙
夏
神
う
ど
い
、
つ
華
で
、
巧
者
が
賽
蕗
了
る
秒
廟
で
あ

ろ
も（
淀
⊥
）
可
草
餅
鯛
竣
』
は
、
褒
洋
丈
牽
′
宮
甲
方
者
疎
密

寛
厳
の
壕
壌
璃
缶
清
孝
級
に
途
至
妙
に
つ
い
て
俸
農

（
注
2
〕
荷
芝
咤
木
頭
哀
連
句
虎
鋼
璃
竣
紗
』
に
「
前
錦
璃

夜
L
ハ
罰
ク
4
）
と
見
え
る
。
ま
た
、
叡
山
束
塵
疎
の
可

餅
鰯
機
密
隼
は
、
「
鋼
璃
叔
前
濱
L
の
向
寒
、
「
郎
緯
線

南
濃
L
の
尾
超
愛
も
っ
。

（
護
3
）
鯛
轟
入
。
轟
衷
寄
「
増
鋳
鋼
玖
妙
／
詭
凍
薇
私
事

、
ア
こ
。
電
車
に
ラ
ベ
ル
「
寡
望
ハ
給
九
番
L
あ
ゥ
。
嶺
の

鹿
に
姉
庸
紙
「
蠣
錦
璃
残
材
瑠
草
翼
賛
／
畢
隻
雷
芸
義

尚
孝
／
如
蜜
「
与
L
（
怒
瘍
締
入
）
薔
薇
ト
号
／
後
事
聴
醸

尊
号
／
穴
永
初
毛
垂
碗
」
。
葡
丸
瞳
「
噂
虜
感
攻
勢
／
常

頚
部
埼
孝
／
選
廟
堂
来
賓
／
宙
孝
了
坪
も
在
へ
壌
」
。
儀

礼
「
壇
に
希
書
凍
和
尚
嘩
郊
璃
職
妙
C
蚤
印
）
」
。
晃
歯
壁

書
状
、
埼
象
「
‖
］
均
晃
西
優
し
、
本
文
「
胃
ヰ
劫
商
連

棒
と
碕
／
．
錦
感
戟
響
慣
砲
身
御
風
／
敢
一
塩
碩
お
門
′
認
者



／
埠
隻
茸
埠
借
。
而
濱
／
騎
考
濱
人
え
御
重
厳
／
可
硬
球

峰
∴
呟
上
／
十
月
三
軍
L
旬
茶
色
、
金
色
踵
線
硬
球
布
教

紙
C
叔
二
八
‥
0
準
X
禎
二
〇
㌧
八
東
）
。
外
瑠
は
し
。
夜

番
見
逐
電
骨
引
1
。
小
口
に
．
「
緒
鋼
線
全
」
ビ
墨
書
。
．
易
者

に
1
滴
畏
鹿
」
の
朱
印
。
妹
句
切
東
都
あ
り
。
養
産
に
漁

舟
率
「
票
・
苛
む
欝
L
あ
り
。
「
大
永
轡
革
憂
埠

幻
質
号
軍
嬉
し
の
▼
按
文
あ
う
。

（
連
4
）
大
東
各
畠
命
文
庫
凍
本
「
革
繁
盛
色
泰
盛
ハ
段
二

ハ
∴
三
墳
水
域
一
九
二
二
凝
）
。
外
遜
遡
蚤
に
「
噸
郊
礪
級

紺
二
く
ゑ
）
L
と
墨
壕
も
西
垣
「
頗
錦
廟
乾
妙
」
。
町
域
双

率
（
鱒
二
「
∴
午
準
え
嶺
一
五
・
八
▼
牽
）
。
半
面
二
二
行
、

一
籍
二
四
登
。
恩
讐
職
氾
「
璃
錦
紗
　
各
紫
　
緻
T
L
。

巷
膏
に
殊
印
「
一
／
幾
」
。
各
聯
泰
属
「
革
朝
議
摩
療
養

薗
姥
／
全
都
革
瀞
」
と
登
壇
。
「
不
氷
初
元
年
孟
冬
や
妹

歳
旦
大
儀
発
痩
身
L
の
身
丈
あ
う
。
「
大
水
初
五
重
暢

幻
償
争
覇
健
」
の
拭
え
あ
う
。
凄
⊥
了
鼻
一
4
0
T
、
老
二

蝕
丁
、
巷
三
亜
丁
、
凌
げ
調
丁
、
為
丘
3
3
了
。
図
書
番
号

劣
4
3
聖
　
二
の
漆
に
つ
い
て
は
、
阿
部
確
一
「
大
束
急
忽

食
え
塵
或
資
財
時
据
邦
人
硬
球
議
弟
讃
歌
老
親
に
つ
〓
て
L

C
か
が
み
4
　
帽
廓
箔
二
田
）
で
二
軍
華
ゑ
㍗
㌧

東
洋
文
庫
蔵
本
l
・
崩
壊
簸
茶
色
夜
率
（
鱗
芸
七
・
八
健
X

嘩
二
〇
十
〇
億
）
′
。
外
層
避
寒
に
「
碑
錦
璃
段
夢
二
1

丑
U
 
L
と
選
者
。
巻
者
に
殊
印
「
琵
嵐
山
／
再
荘
し
1
磯

田
／
福
蛍
／
患
者
L
総
竺
二
面
あ
う
。
為
冊
薗
尾
に
「
雪

蹄
真
顔
L
の
朱
印
あ
り
。
図
番
葡
号
三
極
聖

囁
縛
文
庫
教
本
ミ
痍
次
虞
泉
承
（
厳
二
七
二
い
腰
X
頑
二

〇
二
二
堪
）
。
外
感
材
し
㌣
塵
膏
の
象
印
「
乱
舞
親
L
「

橡
／
研
／
威
し
あ
石
ノ
。
智
者
番
号
淀
ソ
4
3
。

叡
山
文
凄
痺
本
：
・
席
次
色
歳
承
C
荻
二
七
・
七
避
ス
埼
二

〇
二
義
）
。
外
題
農
命
中
衆
に
「
噂
鋼
璃
政
財
L
と
歯

音
。
教
戒
竜
虜
に
「
益
L
と
選
者
。
葛
裁
恵
下
お
よ
が
患

者
に
選
印
「
禾
婆
坪
L
あ
り
。
凄
鶴
見
逆
に
登
渾
「
山
門

承
率
L
あ
ゥ
。
同
意
番
孝
夫
姦
濱
、
三
二
。

竜
の
壇
に
、
『
域
賓
質
虜
ヰ
濠
壇
も
（
民
夜
飯
　
繹
廓
ワ
▼

ら
〕
二
〇
÷
翳
に
慈
二
の
寒
林
一
番
が
見
え
る
。

（
連
写
）
粛
啓
夫
遠
藤
芸
「
ふ
望
空
軍
紙
（
溌
二
七
＝
志
笠

碩
「
九
′
○
濱
）
。
外
層
怒
葵
に
「
頚
飾
礪
綴
財
産
（
弟

忠
描
）
L
ソ
レ
草
書
。
内
苑
「
瑠
璃
嫡
奴
料
二
八
∵
孟
こ
」
。

田
岡
対
辺
（
級
三
〇
二
墟
X
増
一
ゑ
・
0
魔
）
。
寒
面

｛
こ
ね
「
虎
革
木
耳
こ
行
陶
ウ
†
深
雪
敗
走
〕
彿
遜
議

秩
妙
　
巻
数
　
承
T
L
O
各
藩
に
衆
印
「
林
崎
車
庫
」
あ

う
。
大
永
蒐
皐
の
璃
象
の
斉
雪
珂
年
の
ヰ
薇
の
酸
え
あ

カ
サ
列
詑
「
承
空
哀
坪
番
　
鼠
珂
癖
」
。
▼
「
彦
L
撒
布

3
丁
各
一
党
丁
各
こ
ぼ
丁
ヨ
そ
、
「
弟
し
掛
巻
一
一
糾
了
ま

八
七



で
恵
三
吟
了
畠
で
、
「
忠
」
聯
登
三
相
丁
ま
で
巻
関
3
3
丁

感
で
、
∴
臆
し
轡
至
票
等
芸
喜
轟
哀
㊨
丁
三
悪
悪
意

二
二
七
五
号
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
官
叱
野
鵡
三
1
妙

昭
紹
介
十
そ
の
ニ
ー
L
 
C
満
ぺ
撃
ペ
ア
　
渦
潮
云
∵
＝
）

に
鰐
介
あ
う
。

大
中
碗
親
木
；
・
画
壇
衣
承
C
墾
∵
七
品
健
X
璃
「
七
・

一
壊
）
。
外
周
賽
義
軍
晶
は
嘩
蚤
に
「
増
車
瑠
凰
多

寡
「
（
三
番
L
と
澤
者
。
峯
二
二
m
∵
畢
畢
吟
糸
腰
巻

「
嘩
錦
醸
攻
勧
二
へ
十
五
）
え
本
L
。
お
口
に
「
嗜
癖
汐

「
㌻
三
舎
」
と
各
省
。
斉
に
「
鶉
豆
」
雷
雲
骨
。
回
音

型
や
要
望
誓

『
軍
等
終
日
鋒
』
に
よ
れ
ば
、
竜
の
南
都
に
、
宮
立
暫
合

田
蔑
・
馨
稲
田
天
啓
に
脅
癒
さ
れ
て
高
二
台
シ
二
P
力
完
・
ば

聖
者
ケ
商
え
急
の
『
果
包
材
親
藩
も
（
ク
．
ポ
カ
）
中

に
『
璃
錦
璃
竣
』
め
竜
庵
の
秀
夫
と
汚
薄
の
疎
丈
と
が
宜

さ
れ
て
い
る
も

（
謹
6
）
現
下
二
壇
の
密
碑
歪
、
再
見
鹿
本
領
主
遽
・
彗
ネ

扱
名
砂
ど
呼
雪
昌
に
す
る
。
孝
た
、
ノ
現
存
す
る
森
￥
の

お
の
に
轡
り
す
、
為
し
た
が
章
凝
れ
ば
‖
河
秀
の
ー
秀
之
含

め
て
・
盲
ク
堵
合
に
は
、
南
軍
統
率
祭
壊
亥
壊
∵
元
本
桑
彿

盛
砂
と
呼
が
こ
ピ
に
甘
奇
。

（
凄
ウ
）
淀
4

て

し

　

て

＼

ノ

　

．

ノ

（
、
迂
謬
）
輝
線
濠
璃
識
感
『
暫
藷
威
塀
鬼
孝
麿
も
　
ハ
鴫
詔
書

嘘
．
帽
郎
党
・
‖
）
の
『
錦
縛
夜
妙
』
の
項
（
碑
嘲
放
当
）

に
お
言
り
Z
、
こ
の
▼
き
っ
に
魂
良
し
控
。

（
法
り
〕
画
．
凝
乾
漆
下
付
き
革
た
薇
丸
由
、
こ
の
∵
率
を
月
凍

′
竃
草
本
ど
す
尋
が
、
琵
4
の
、
阿
部
碑
士
の
鶉
考
が
婚
鰯
サ

る
よ
ケ
に
、
．
禽
孝
ピ
総
軍
り
離
す
、
．
ギ
ア
碕
轄
初
潮
の
何

人
が
の
香
に
縁
る
琴
し
′
ど
泉
、
り
淋
菌
や
縁
っ
て
、
両
足
佗

本
項
丈
淀
が
苧
本
革
複
鳥
埠
よ
う
後
に
藤
土
し
た
育
緒
膣

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
ぞ
み
為
。

（
、
迂
用
）
両
足
吃
本
革
受
注
に
は
、
舵
に
ぢ
毅
人
の
規
が
列

か
敵
で
∴
∵
多
シ
こ
ろ
が
あ
八
ノ
、
空
弟
吟
璃
末
路
に
げ
つ
て

〓
る
。O
や
為
義
溜
遵
士
璃
竺
声
援
遺
魚
山
放
凄
然
賃
率
孝
虚

抽
入
免
許
諦
響
甘
放
出
領
土
（
㈲
オ
？
）

こ
朗
吟
毒
軍
琴
磯
に
も
牽
け
づ
が
戯
才
言
∵
㊥
4
∴
ふ
誓
牢
客

約
五
3
1
ク
今
〕

∴

、

・

∴

　

．

・

　

㍉

・

‥

．

∵

．

ぺ

∴

　

・

　

∵

　

∴

・

・

・

〇
無
常
義
連
戯
斬
由
女
帝
不
讃
頚
考
額
項
濱
五
十
愚
者

感
通
解
云
青
苗
え
繚
節
疎
ヲ
ロ
ス
顕
現
島
名
禦
卑
三

年
九
習
遡
行
比
環
一
顧
一
都
行
老
繁
与
細
（
下
略
〕

ハ
　
へ
　
畢
オ
官
U

O
應
準
豪
毒
草
霊
蒜
ナ
ル
椅
ヲ
膵
ハ
∵
∴
ゲ
モ
／
戯



確
琴
義
鷲
覚
ノ
画
題
乱
売
下
水
ト
こ
洩
恩
ノ
大
上
洛

へ
ハ
ス
吐
此
接
均
革
六
三
票
壷
警
遠
望
貰

親
雪
空
肇
御
車
鴫
嘲
線
嘩
吉
是
非
飾
磨
嘘
吾
人
貫
宗

光
、
l
～
嵐
食
着
グ
（
申
酪
）
滴
庵
云
出
県
城
所
云
比

孝
野
勅
命
維
マ
蒔
寒
剤
軍
産
不
可
堵
凄
倒
碩
麓
、
之
承

也
矛
乳
歯
頭
韻
藷
瀦
来
者
鳥
輿
盲
可
舜
；
天
地
（
通

に

ウ

3

〕

こ
れ
ら
汚
、
河
∵
草
津
の
席
頚
え
演
に
渉
落
し
ア
∴
い
た
ふ
し
の

で
、
両
足
浮
木
の
埠
健
に
苔
っ
て
墳
噸
さ
着
た
古
の
と
軋

ら
れ
る
。
習
∵
骨
ば
、
東
経
の
膵
が
、
希
世
蛋
珍
C
対
庵
）

（
這
○
評
－
蒜
八
八
〕
雁
肖
渚
薇
（
期
薇
）
　
（
言
こ
い
O
I

苗
三
七
〕
誉
宙
葡
水
（
緯
寒
）
（
〓
言
及
－
蒜
讐
こ
丘

、
琵
竜
線
（
虜
奄
〕
（
～
蒜
九
八
〕
万
軍
展
九
（
華
を
〕
（

蒜
ニ
ー
互
0
　
7
　
の
親
を
引
い
て
い
る
　
「
と
が
め
が

る
。

（
連
日
）
　
利
春
依
農
務
に
ぱ
く
こ
、
前
置
暖
冬
増
え
護
に
の

み
見
え
る
増
え
注
葛
の
す
が
で
は
め
る
が
落
す
る
。
ゼ
弟

が
、
再
見
塚
本
の
増
補
で
あ
る
が
、
列
本
棟
為
密
の
省
崎

で
あ
る
が
は
絹
、
り
謝
で
好
日
。

（
、
活
躍
）
劫
惑
「
可
飾
鯛
級
妙
』
の
諸
本
　
－
級
ネ
桑
沸
立

の
耳
宜
か
ら
ー
　
L
 
C
宙
諸
回
文
　
響
畢
頸
・
Z
）

1
．
∴
．
1．

m
未
満
に
お
い
て
は
、
両
署
呟
卑
寒
丈
ヰ
㌻
利
車
扱
為
に

号
慶
し
て
見
え
る
「
豪
L
「
豪
斎
し
な
る
人
頭
に
づ
い
て

鯛
塵
が
行
き
局
小
耳
か
つ
吾
た
め
に
、
ゼ
の
啓
発
を
棉
喝

し
て
い
る
。
姓
に
須
田
し
た
官
義
霊
誓
誓
注
に
羞
言
で
は
、

「
壌
L
「
豪
斎
し
鰐
利
率
棲
彿
沖
た
し
が
見
え
け
い
が
、

将
か
′
の
ど
こ
ろ
に
は
、
香
芝
寵
本
項
吏
達
に
葛
鼠
え
苧
錫

合
が
あ
る
。

○
豪
云
公
賓
江
湖
好
事
轡
ぷ
上
略
沈
額
卑
革
や
ア
義
を

礪
不
夙
胡
潰
為
繕
魯
加
濱
ヰ
初
耳
ハ
冴
オ
雪
、
列
、
希

承
患
夢
は
豪
斎
ビ
あ
り
）

姦
斎
禄
る
人
頭
が
習
ノ
禍
昇
薇
の
球
史
謹
夏
蓼
癒
し
て
ノ
田
藷

璧
誓
え
た
古
の
て
溶
け
〓
－
か
ど
誰
定
ご
爪
春
。
姥
フ
て
、

木
南
の
士
魂
か
ら
は
、
葱
斎
は
鐙
禿
易
者
の
こ
と
で
膠
あ

る
戎
〓
－
か
ど
縁
剥
し
て
い
る
が
、
『
建
窯
竺
誓
造
言
義

へ
戸
∵
げ
胡
∵
ど
六
・
日
岩
だ
こ
の
人
魂
に
つ
い
て
孝
が
か
ゥ

誉
播
て
い
柑
五
㌦
．
後
藤
霊
芝
期
す
二

の
畠
汚
孝
明
ゾ
一
承
苑
．
登
城
と
の
孝
夫
鍔
、
可
珂
為
替
研
究

・
∴
、
∵
日
．
・
．
、
、
、
∴
∴
・
．
‥
、
、

頭
上
貯
車
級
が
古
清
孝
磯
の
鋭
利
を
訂
正
し
た
と
こ
ろ
ぢ
帝

に
あ
参
が
、
承
、
束
髪
塀
が
新
た
誉
竣
刺
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
ゼ
ヵ
奇
が
．
多
t

l
。
寺
回
的
ヴ
硬
変
と
昇
、
ワ
調
∵
令
V
L
こ

八
九



ろ
ば
ケ
＜
、
従
っ
て
軒
清
孝
的
に
婆
思
さ
れ
う
濱
前
は
、

竣
桝
く
ら
い
l
ぐ
あ
る
。

サ
ヌ
ミ
ハ
古
学
密
漁
三
陣
ウ
ほ
〕
－
∴
ブ
ノ
ミ
C
承
舟
登

九
〇

尚
）

初
音
垂
甘
壕
噺
の
画
境
空
許
可
さ
離
、
磨
く
御
者
滑
空
錫

打
っ
て
い
る
画
像
軒
承
者
各
位
に
線
番
愛
長
し
ま
す
。




